
At-A-GlanceCisco Nexus 7000 シ リーズによる運用の継続性
サービス中断のないアーキテ クチャの提供
データ  セン ターにおいて運用の継続性が重要である理由

イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン テ ク ノ ロジー （IT） がコ ア ビジネス オペレーシ ョ ンにますます統合され

るにつれて、 「ベス ト エ フ ォー ト 型」 のアベイ ラ ビ リ テ ィ はもはや受け入れる こ とができな く

な り ま し た。 ビジネス ニーズ、 顧客の期待、 および法規制の要件を満たすためには、 IT イ ン

フ ラス ト ラ クチャの 24 時間体制のアベイ ラ ビ リ テ ィ が必要です。

データ  セン ター内部では、 ネ ッ ト ワークの役割、 特に仮想化環境の分野でのネ ッ ト ワークの

役割が拡大するにつれて、 信頼性、 予測可能性、 スケーラ ビ リ テ ィ を備えたサービスを提供す

るネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャの必要性はさ らに高まっています。

図 1 Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッ チ

 関連情報

• Cisco Nexus 7000 シ リーズ ： www.cisco.com/jp/go/nexus/

• Cisco NX-OS ： www.cisco.com/jp/go/nxos/

• Cisco Data Center Network Manager （DCNM） ： www.cisco.com/jp/go/dcnm/

Cisco Nexus 7000 シ リーズにおける運用の継続性

サービス中断のないアーキテ クチャ ： Cisco Nexus 7000 シ リーズは、 コ ンポーネン ト の障害

などの中断が発生し た場合で も、 システムでネ ッ ト ワーク  サービスを継続し て提供でき るよ

う にする、 一連のハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア機能を提供し ます。

• シングル ポイ ン ト 障害 （Single Point of Failure） のないハー ド ウ ェ ア

• Cisco In Service Software Upgrade （ISSU） などの運用継続メ カニズムが組み込まれたモ

ジュール型オペレーテ ィ ング システムによる多面的なシステム復元力

• 実績のあるレ イヤ 2 および レ イヤ 3 のテ ク ノ ロジーおよびプロ ト コルと、 ステー ト フル プ
ロセス リ ス ター ト などの革新的なテ ク ノ ロジーに基づいた、 復元力のある安定し たネ ッ ト

ワーク  サービス

運用管理性 ： Cisco Nexus 7000 シ リ ーズは、 ユーザの作業方法に合わせて動作するよ う に設

計されています。

• 中断のない運用によ り、 運用上の複雑さが軽減されます。

• Wireshark 統合オンボー ド  コ ン ト ロール プレーン パケ ッ ト  アナラ イザ、 Connectivity
Management Processor （CMP; 接続管理プロセ ッサ） 、 異常を追跡する Cisco Embedded
Event Manager（EEM）、Cisco Smart Call Home 機能、問題解決時間を短縮する Cisco Generic
Online Diagnostics （GOLD; 汎用オン ラ イ ン診断） などの管理ツールが統合されています。

Virtual Device Contexts （VDC; 仮想デバイス コ ンテキス ト ） ： Cisco NX-OS 4.0 では、 コ ン ト

ロール プレーンおよび管理プレーンを仮想化でき るので、 独立し た構成と管理を行 う ための

個別の運用環境を構築できます。 これによ り、 障害ド メ イ ンを分離し て、 システムのアベイ ラ

ビ リ テ ィ を向上させ、 サービス中断の連鎖を回避できます。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ

Cisco® Nexus 7000 シ リーズ （図 1 を参照） は、 初の新世代データ  セン ターク ラス スイ ッ チ

であり、シスコのデータ  セン ター スイ ッ チング ソ リ ューシ ョ ンのポー ト フ ォ リ オを拡大し ま

す。Cisco Data Center 3.0 のネ ッ ト ワーク  プ ラ ッ ト フ ォームである Cisco Nexus 7000 シ リー

ズは、運用の継続性、データ転送の柔軟性、およびイ ン フ ラス ト ラ クチャのスケーラ ビ リ テ ィ

の点で一段と進化し てお り、 次世代データ  セン ターのニーズに応えます。 また、 投資保護の

ために設計されたハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア アーキテ クチャによ り、 リ ソースの仮想

化、 データ転送の高速化 （40 および 100 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト ） 、 ユニフ ァ イ ド  フ ァ ブ

リ ッ クなど、 データ  セン ターの新しい ト レン ド に効果的に対応できるよ う にし ます。

http://www.cisco.com/jp/go/nexus/
www.cisco.com/jp/go/nxos/
http://www.cisco.com/jp/go/dcnm/
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ハー ド ウ ェ ア システムの復元力

• スーパーバイザの冗長性 ： アクテ ィ ブ/ス タ ンバイ  モー ド で動作するデュアル スーパーバイ

ザ モジ ュールによ り、 スーパーバイザに障害が発生し た場合で も運用の継続性が保証され

ます。

• スイ ッ チ フ ァ ブ リ ッ クの冗長性：最大 5 つのスイ ッ チ フ ァ ブ リ ッ ク  モジュールを展開し て、

N + 1 冗長性のフ ァ ブ リ ッ ク を利用できます。 フ ァ ブ リ ッ ク  モジュールはサービスを中断す

る こ と な く 取り付けまたは取り外しができます。

• 冗長電源 ： N + 1 冗長性、 入力グ リ ッ ド冗長性、 完全冗長性をサポー ト する 3 つの冗長電源

によ り、 可変的で常に使用可能な電源およびロー ド  シ ェ ア リ ングが提供されます。

• 冗長アウ ト オブバン ド チャネル ： スーパーバイザと ラ イ ン カー ドの間のギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト ベースのスイ ッ チ ド  アウ ト オブバン ド  チャネルによ り、 独立し た制御と管理が可能

にな り ます。

• 接続管理プロセ ッサ （CMP） ： 各スーパーバイザ モジュール上の独立し た CPU コ ンプレ ッ

ク スによ り、 専用の 10/100/1000 イーサネ ッ ト 接続を通 じ てシステムの リ モー ト （Lights
Out） 管理を自動化できます。 図 2 を参照し て く だ さい。

図 2 Cisco Nexus 7000 で提供されるハー ド ウ ェ アの冗長性

オペレーテ ィ ング システムの耐障害性

Cisco Nexus 7000 シ リーズでは、 Cisco NX-OS オペレーテ ィ ング システムが動作し ます。 こ

のオペレーテ ィ ング システムはモジ ュ ラ設計にな っ ているため、 よ り優れた冗長性、 障害分

離、およびリ ソース効率が提供されます。OS 内部のプロセスのモジュール性によ り、モジュー

ル式のパッ チ適用と ア ッ プグレー ド が可能にな り ます。 Cisco NX-OS は、 運用の継続性をサ

ポー ト する こ とに特化し た以下の機能を使用し て設計されています。

• System Manager ： スーパーバイザ スイ ッ チオーバーやシステムのヘルス モニ タ リ ングなど

のシステムの全体的な機能を調整し ます。

• Persistent Storage Service （PSS） ： 運用の実行時情報と他のプラ ッ ト フ ォーム サービスの構

成を格納および管理し ます。 PSS によ り、 スーパーバイザ間でのステー ト フル プロセス リ
ス ター ト と ステー ト フル スイ ッ チオーバーが可能にな り ます。

• Messaging and Transaction Service （MTS） ： 冗長性と持続性が組み込まれた高パフ ォーマンス

な Interprocess Communication （IPC; プロセス間通信） サービスであ り、 システム更新や内

部メ ッ セージの紛失を解消できます。

ネ ッ ト ワークの耐障害性

Cisco NX-OS は、 ネ ッ ト ワーク  プロセスのステー ト フル リ ス ター ト 機能を備えているので、

ネ ッ ト ワーク  プロセスは隣接関係や MAC ア ド レスなどを再学習せずに再起動できます。 この

機能によ り、 システムのプロセス機能とネ ッ ト ワークの全体的な安定性が向上し ます。 プロセ

スは、 ネイバー ノ ー ドからの通知を待たずに再起動できます。

• グレースフル リ ス ター ト ： レ イヤ 3 プロ ト コル （Open Shortest Path First [OSPF]、
Intermediate System-to-Intermediate System [IS-IS]、 Border Gateway Protocol [BGP]、
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol [EIGRP] など）のグレースフル リ ス ター ト のた

めの標準ベースの拡張機能によ り、 データ  プレーン上での Nonstop Forwarding （NSF; ノ ン

ス ト ッ プ フ ォワーデ ィ ング） が可能にな り ます。 ルーテ ィ ング プロ ト コルは、 サービスを

中断せずにネ ッ ト ワークに再挿入され、隣接関係やステー ト 情報が失われる こ と もあ り ませ

ん。

• ステー ト フル プロセス リ ス ター ト ： Cisco NX-OS 内のプロセスは、 PSS から取得される前

回のチ ェ ッ ク  ポイ ン ト におけるステー ト から動作を再開できます。 これによ り、 データ  セ
ン ター運用の中断が最小限に抑えられます。

• プロ ト コルベースの定期的な リ フ レ ッ シュ：Routing Information Protocol Version 2（RIPv2）、

Protocol Independent Multicast （PIM） 、 Internet Group Management Protocol （IGMP） 、

Multicast Source Discovery Protocol （MSDP）、 Multicast Listener Discovery （MLD） などの

グレース フル リ ス ター ト 拡張機能を持たないプロ ト コルは、 ネイバーからの定期的な リ フ

レ ッ シュ を使用し て、 それぞれのステー ト を再確立し ます。
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• 仮想出力キューイ ング （VOQ） ： 出力側でバッ フ ァのアベイ ラ ビ リ テ ィ を確保するための中

央集中型の調停メ カニズムおよび仮想出力キューによ り、損失の発生し ないネ ッ ト ワークの

要件であるデリバリ と障害分離が保証されます。

運用管理性

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッ チは、 ト ラ ブルシューテ ィ ング機能を強化し、 問題解決時

間を短縮するために、 以下のよ う な数多 く の統合機能を使用し て設計されています。

• Cisco Generic Online Diagnostics （GOLD; 汎用オン ラ イ ン診断） ： このツールは、 システム起

動時、 必要に応じ て、 またはスケジ ュールされた時刻に、 ハー ド ウ ェ ア と デー タ  パスに対

し て診断テス ト を行っ て、 すみやかな障害分離、 プロア ク テ ィ ブなハー ド ウ ェ ア障害検出、

および重要な定期ヘルス モニ タ リ ングを実現し ます。

• Cisco Embedded Event Manager （EEM） ： この強力なデバイスおよびシステム管理テ ク ノ ロ

ジーでは、 ネ ッ ト ワーク  イベン ト に基づいてネ ッ ト ワークのイ ンテ リ ジ ェ ンス と動作のカ

ス タ マイズを活用できます。

• Smart Call Home ： Cisco SMARTNet® サービス契約の一部と し て無償で提供される この付加

価値サービスは、ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト の 24 時間体制によるモ

ニ タ リ ングでイ ン タ ラ ク テ ィ ブなテ クニカル サポー ト を行います。 この機能は、 GOLD と

EEM の機能を組み合わせて、 リ アルタ イムのアラー ト を提供し ます。

• Wireshark ： Cisco NX-OS 4.0 には、 コ ン ト ロール プレーン宛てのネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ

ク を対象にし たパケ ッ ト  キャ プチャ  ツールが統合されています。 このツールは、 ト ラブル

シューテ ィ ングを容易にするために Ethanalyzer と呼ばれるオープン ソースの Wireshark を
基盤にし て構築されてお り、問題分離の時間を短縮し、ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ

の全体的な運用継続性を向上させます。

• オープンな XML （Extensible Markup Language） イ ン ターフ ェ イス：すべてのコマン ド に、オー

プンな XML イ ン ターフ ェ イスを通じ てアクセスできます。

• Cisco Flexible NetFlow ： Cisco Flexible NetFlow は次世代の Cisco NetFlow であ り、 モニ タ リ

ングおよびアカウンテ ィ ング用に高度なカス タ マイズが可能です。

データ  セン ターにおける運用の継続性に投資する理由

システムのアベイ ラ ビ リ テ ィ は、 IT イ ン フ ラス ト ラ クチャの最も基本的な指標です。 いわば、

パフ ォーマンスや他の指標以前の問題です。 シス コは、 この事実を認識し て、 継続的なビジ

ネス オペレーシ ョ ンをサポー ト する こ と を目的と し たプラ ッ ト フ ォームを構築するために膨

大な研究開発作業を行いま し た。 この投資は、 システムのダウン タ イムによ って発生する、収

益の損失や法規制への準拠に関する問題と いった直接的な代償を回避でき る能力によ っ て正

し いこ とが証明されます。 システムのダウン タ イムが発生する と、 生産性が失われた り、 顧

客からの信頼が損なわれた りするなど、 付随し て他の問題も発生し ます。
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